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表4 「イスラ ー ム文明」の内容構成




3時間目 イスラ ー ム文明の文化
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し， 授業後の生徒の感想は， いつになくハイスピ ー ド
















業の話を ， 次の地理の時間に筆者がヨ ー ロソパの農業
の発展と分化について関連づけて説明する。さらにそ





































































































和辻哲郎 (1935) 『風土一人間学的考察ー』初版 1935年，た
だし岩波書店 1979年を使用
-39 -
タンスだ。お互いの良さを取り入れて，私たち教員自
身が変わりつつある。築者がG教諭の知識注入型の手
法を取り入れ，逆に， G教諭が筆者の得意とする生徒
の思考の成熟を待っ手法を試してみる， といった相互
での教育手法の学び合いができることは，教師冥利に
尽きる。
生徒にとっての「良き問い」とは何かをさらに追究
していきたい。それは，その教科の本質を成すもので
あり，生徒がより追究したいと思うものであると考え
る。こちらが用意した問いに対する生徒の反応は，授
業前にある程度予想はするものの，授業を行いなが
ら，即座に問いかける内容を変更することもよくあ
る。つまり，生徒と共に問いを創っているのだと実感
する日々である。
